
EQ \* jc0 \* "Font:Tiranti Solid LET" \* hps28 \o(\s\up 71(――コスモス――),Cosmos)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作／夢前黎    
　

登場人物［劇中劇での役割］（学年）

アカネ［音響］（１）　　　　  　　美奈［ミーナ］（１）　　　 　  　順子［演出］（２）
桃子［白の精霊］（２）　　　  　　アカネの母

平治［黒の精霊］（２）　　　  　　悟志［騎士Ａ］（１）　　　     　信明［騎士Ｂ］（２）

寛二［旅人］（１）　　　　　　  　アカネの父

静かでシリアスな曲が流れている。


美奈がただ一人、舞台中央で祈りを捧げている。他は誰もいない。

美奈
お願いです、私を消して下さい……。私など、この世にいなかったという事にして下さい。私は、罪を償う術を知りません。このままでは、私は罪を重ねるばかりです。

効果音
パプ♪

美奈
私、怖いんです。自分の存在が……。私がいるだけで、みんな壊れてしまいそうで……。

効果音
パプパプ♪

美奈
ああっ、お願い！ 誰か私を助けて下さい。罪という名の底なし沼から、私を救い出して！ お願いよっ！！
効果音
パプパプパプパプ……♪

順子
カ―――――ット！！！

順子とアカネ（その他先生以外）が入ってくる。

アカネ
どうでした、部長？ 今の音響！

順子
そうだね、独創的……だったよ。

アカネ
本当ですか！？ やったー！ 採用ですよね？ じゃあ私、小道具の方手伝ってきまーす。

順子
……ちょっと待ちなさい。

アカネ
はい？

順子
何を思って「パプ♪」っての入れたのかな？

アカネ
えっと、それは、ほら、このシーンって暗いから、見てる方も落ち込んじゃうと思いません？ だからちょっと盛り上げてみようかな～と。

順子
ふーん。アカネちゃん、このシーンがどんなシーンか知ってる？

アカネ
え……？ どんなって？

信明
美奈がなんか悪い事したんだろ？
寛二
違います。これは、生きている以上逃れる事のできない罪に気付いた少女の、心の叫びなのです。だいたい、美奈って役名じゃないでしょう。本名じゃないですか。

信明
だって、まだキャラの名前、決まってないじゃん。

平治
ふふ、生きている以上逃れる事のできない罪か……。オレの場合、かっこよすぎるって事かな。

桃子
平治、お前の罪は、その女好きだろうが！

悟志
でも何でしょう、生きている以上逃れる事のできない罪って……？

美奈
まだ脚本、部分的にしかできてませんもんね。

信明
文芸部の人がさっさと書いてくれれば、何の問題もないんだけどなあ。

順子
あー、とにかく、このシーンは間違いなくシリアスな場面なの！ だからその効果音は消して！

アカネ
はーい……。


アカネ去る。

順子
はいっ、じゃあ悟志、黒の精霊にやられるシーン行こっか。セリフ考えてくるの、宿題だったよね。

悟志
へーい、バッチリです！

順子
じゃあ、他のキャストも入って。白の精霊の「お逃げなさい」から。では行きまーす。


悟志・信明・寛二・桃子・平治・美奈が配置の場所に行く。順子が手を叩く。劇が始まる。

桃子
お逃げなさい、ここは私が食い止めるから。あなた達は、生き続けなければならないのです。

平治
お前はまだそんな事を言っているのか、白の精霊！ 哀れな人間どもを、罪から解き放ってやろうじゃないか。なあ、そこのかわいいお嬢さんよ、お前も消えてしまいたいのだろう？ 俺が消してやるよ。

美奈
わ、私は……。

悟志
やめろ！

悟志、平治に飛びかかる。
平治
邪魔をするなっ！


平治、悟志をふっ飛ばす。悟志は倒れるが、上半身だけむくっと起こして……。

悟志
ほおおぉぉぉぉ！！

悟志は力尽きて倒れる。


順子が手を叩く。

順子
カット、カット！ 何、その叫びは！？
悟志
えっ、いやあ。人間、死ぬ時は冷静にカッコいいセリフを吐く様な余裕は無いと思うんですよ。だから、ただ叫ぶだけにしたんです。

順子
それにしたって、「ほおおぉぉぉぉ」は無いでしょう。

悟志
でも部長、驚いたような口の形で声を出すと、自動的に「ほおおぉぉぉぉ」ってなりません？

順子
えっ？ どれどれ……。（驚いたような口の形で）ほおおぉぉぉぉ！！ ホントだ……。

桃子
あたしならこうするな。平治、ちょっと一緒にやってくれ。あたし騎士Ａやるから。

平治
あいよ。かわいい桃子のためなら☆


桃子が悪態（「キモっ」とか）をつきながら配置に着く。平治が合図を出す。

桃子
やめろ！

桃子、平治に飛びかかる。
平治
邪魔をするなっ！


平治、桃子をふっ飛ばす。桃子は倒れるが、上半身だけむくっと起こして……。

桃子
変なとこ触るんじゃねえよ、この変態があああ！


桃子は力一杯平治を蹴り飛ばす。殴る。はたく。蹴る。

信明
やめろ！
桃子
邪魔をするなっ！


桃子、ノブアキをふっ飛ばす。信明は倒れる。

信明
ほおおぉぉぉぉ！！ ……がくっ。（力尽きる）
順子
あんたら、何やってんの？
桃子
（正気に戻って）あ、すまんすまん。平治、もっかいやってくれ。

平治
（痛みをこらえて）ああ……。

信明
こいつら、ある意味すげえ……。


平治と桃子、何事も無かったかのようにやり直す。
桃子
やめろ！

桃子、平治に飛びかかる。
平治
邪魔をするなっ！


平治、桃子をふっ飛ばす。桃子は倒れるが、上半身だけむくっと起こして……。

桃子
騎士Ａ死すともギャラス・ギャラスは死せず！


桃子は力尽きて倒れる。

美奈
……なんですか、それ。

桃子
板垣退助の「板垣死すとも自由は死せず」をパクったんだ。カッコイイだろ。
順子
それは分かるんだけどねー。その「ギャラス・ギャラス」って何なの？

桃子
人類の明るい未来と希望……そして情熱さ！

寛二
でも、板垣退助、本当はそのセリフを言ってないって言う説もあるんですよ。

信明
マジで？
寛二
それどころか、たいした怪我でもないのに大騒ぎしてたらしいです。
信明
ダっせー。
美奈
あのー……。

順子
何、美奈ちゃん？

美奈
みなさん、騎士Ａは死んだって思ってるみたいですけど、そんな事はどこにも書いてませんよ？

皆
えっ！？
寛二
ホントだ、「黒の精霊が騎士Ａを吹っ飛ばす。騎士Ａは倒れるが、上半身だけむくっと起こして叫ぶ」としか書いてないですね。

平治
そっか、文芸部さん、そこまでしか書いてないもんね。

悟志
この先どうなるんだろう。オレ、このまま死ぬのかなあ？

信明
悟志、お前が死ぬ時はオレも一緒だ！
悟志
信明先輩……！

ノブアキと悟志は手を取り合って踊り始める。

順子
（引いている）じゃあ……とりあえずここは保留かぁ。今日はもう遅いし、終わりにしよ？ お疲れ様でしたー。

皆
お疲れ様でしたー！

みんなはける（ノブアキと悟志は踊りながらはける）。


場面変わって、アカネの家。アカネと両親が食事をしている。

アカネ
あのね、今日、部活で失敗しちゃったんだ。

母
まあ、音響でしょう？ 一体何をやらかしたの？

アカネ
やらかしたって程じゃないよ……。ただ、ちょっと私の感性が、普通と違っただけ。気にしないで。

父
自分から切り出した事だろう。ちゃんと最後まで言いなさい。

アカネ
……。

父
黙っているだけじゃ、何も分からないよ。
アカネ
お父さん、私のことを信じてないからそんな事を言うんでしょう！ お父さんは分からないんじゃない、分かろうとしてないんだよ……。

母
何なの、その態度は。

アカネ
（冷笑）だってそうでしょう？ もしお父さんが本当に私のことを分かろうとしてくれてるんだったら、今私が何て言ってほしいのか、分かるはずだよ。

母
何、なぐさめてでも欲しかったの？ あなたが悪いんでしょう？

アカネ
私だけが悪いみたいに言わないで！ ちょっとしたミスくらい、誰でもするよ！
母
よその子ならもっと上手くやるわ。

アカネ
よその子って誰？ 何さ、結局お母さんは、私を傷つけたいだけなんだ。自分が望んでたような素晴らしい子供じゃなかったから。ごめんなさいね、私なんかが生まれてきて。

父
アカネ、やめなさい！

アカネ
お母さんには、カラスの子供なんかが良かったかも知れないね。

父
アカネ！
アカネ
知ってる？ カラスってすっごく頭いいんだよ。目つきもお母さんそっくりでさ……。

父
お前にはお母さんの気持ちが分からないのか！

アカネ
分かるわけ無いでしょう？ しょせん私は普通の高校生。人の心は読めませーん。

父
お母さんはな、子供の時からずっとつらい思いをして生きてきたんだ。それと同じ苦しみをお前には味わわせたくないと思ってるんだよ。言い方がきつくなるのは、過去を思い出してしまうからなんだ！

アカネ
分かったような口利くけど、お父さん、本当にお母さんのこと分かってるの？ 夫婦ったって、結局は他人でしょう？

母
何て事言うの！？
アカネ
私達、人間なんだよ？ 人間は人間である限り、どんなに相手のことを思っていても、100％は理解できないんだよ。気持ちが分かるなんて、そんなのただの自己満足だよ……。自己満足にすがりついて生きている大人なんてサイテーだし。バッカじゃん？

母
（キレる）このっ……！


母がアカネを殴る。アカネが悲鳴を上げる。止めに入った父が母を引き離そうとするが、離れない。事態は悪化する。

母
死んじまえ！ あんたなんか、生きていたら世の中に申し訳ないよ！


父が母を引き剥がして連れて行く。残されたアカネは、泣き続けている。


アカネを残して舞台は変わり、演劇部へ。まだアカネは泣いている。
順子
どうしたの？
アカネ
先輩、実は……。

順子
うん、なあに？
アカネ
世界史、追試になっちゃいました……。

皆
えーっ！？
寛二
この前だって、世界史赤点だったよね。進歩しろよなー。

アカネ
だって、歴史なんか覚えられないよー。知らない言葉ばっか出てきてさ……。モンゴル帝国が強すぎるからいけないんだよ。

平治
ふふふ、そんなときこそ演劇部の力の見せ所だよ。

アカネ
へ？
桃子
暗記ものは全てセリフにして覚えちゃえばいいってこと。
悟志
そんな事、できるんですか？
信明
ああ、できるできる。いっちょ、去年オレ達が作った暗記劇、見せてやろうぜ。

美奈
アンキゲキ……？

２年生達、配置に着く。

平治
やあみんな。オレ、オゴタイ汗。オレはカラコルムが好きだから、そこを首都にした。南宋とも同盟組んだし、やることねえや。おっ、新しい国作るのって面白そうだな。おい、バトゥ。お前、オレのいとこだろ？ ちょっとキエフ公国行って、南ロシア征服して来いよ。

桃子
アイアイサー。征服しました。

平治
ついでにポーランドのリーグニッツ近郊でワールシュタットの戦い起こして、神聖ローマ帝国とポーランド王国の連合軍を撃破しろよ。１２４１年の記念だ！

桃子
アイアイサー。撃破しました。ヨーロッパも征服します？

平治
いや、帰って来い。オレ死んだ。

桃子
マジかよ、せっかくいいところだったのに……。腹いせに南ロシアにキプチャク＝ハン国作っちゃえ！ 首都はサライにすっぺ。

信明
数十年後。
順子
オレは五代目の汗、フビライ汗だ。カラコルム？ あんなとこ田舎だぜ。今時は大都だよ、大都。あ、今の北京な。オレ、元を建国して、国の仕組みを農耕経済に移行したんだ。それと、南宋なんて１２７９年にぶっ潰しちまったよ。わりいな、オゴタイ。でもさ、むかつくんだぜ。元寇やったのにさあ、１２７４年の文永の役でも失敗し、１２８１年の弘安の役でも失敗しちまったんだよ。オレついてねー。やっぱ、モンゴル人第一主義が良くなかったのかな。漢人を冷遇した罰かも知れん。あ、科挙も廃止しちまったし、これってけっこうヤバくね？ 駅伝制は我ながらナイスアイディーア（英語っぽく）だと思うんだが……。宿馬町が各地にあってさあ、いい感じだー。ま、どうにかなるっぺ。

信明
終わり！ めでたしめでたし。


一年生から拍手が沸き起こる。

アカネ
すごいですね、先輩達、天才ですか！？
美奈
去年の勉強をまだ覚えてるってのがすごいです。

寛二
そうかな、僕だったら楽勝だと思うけど。


間。拍手も止まる。


しばらくして、愛想笑いが起こる。

悟志
それ、他にもいろんな種類があるんですか？
桃子
あるある。生物とかねー。ボルボックス編は感涙ものだよ。

信明
ボルボックスボルボックス☆（ラブリーに飛び跳ねる。キモい）
アカネ
で、その時の世界史のテスト、何点だったんですか？

順子
91点。たしか学年で三位だったな。

一年生
おぉーぅ！

平治
俺は84点だったぜ。

桃子
あたし70点。
信明
オレ28点！

間。

信明
ん？ みんなどうしたんだ？

美奈
夢が壊れました……。

アカネ
先輩、私と同じ点数じゃないですか！

寛二
世の中にはかわいそうな人もいるんですね。

悟志
先輩を悪く言うな！ 先輩だって頑張ってるんだから。

順子
そうだよ。ノブアキは、暗記劇をやる前のテストでは11点だったんだから。すごい進歩じゃない！

信明
ふふん、まあね。（全然傷ついていない）

アカネ
じゃあ、次のテストでは私もやってみます。せめてＲＰＧをねらいます！

寛二
ロールプレイングゲーム？
アカネ
違うよ、「Ｒｅｄ　Ｐｏｉｎｔ　Ｇｉｒｉｇｉｒｉ」の略。レッドポイントって言うのは、赤点の直訳だよー。つまり、赤点ギリギリってこと。

寛二
わけ分からん……。
美奈
そう？ 私はおもしろいと思うよ。今日から使おうっと。

悟志
えっ、あ、じゃあオレも～。
平治
寛二は成績がいいから使えないんだよな！ まあ、すねるなって。

寛二
すねてません……。
桃子
なあ、そろそろ練習始めないか？
順子
そうだね。今日はどこやろうか？ あ、台本、Ａの続きとＢができたけど、やる？

信明
ＣとＥは？

順子
まだ。その前にあんたは、セリフ覚えなさい！

信明
はーい……。

美奈
私、昨日の長ゼリからやりたいな。音響と一緒に。

順子
じゃあ、最初からＡの終わりまでやろっか。アカネ、「パプ♪」は消してきたでしょうね？

アカネ
もちろん！ ＣＤプレイヤーも持ってきました！

順子
よし、じゃあ、始めるよ。新しい台本持って。あそこにあるから。


部員達は新しい台本を持って脇に行く。


美奈と寛二の用意ができたのを確認し、順子が手を叩く。


静かでシリアスな曲が流れ始める。

美奈
お願いです、私を消して下さい……。私など、この世にいなかったという事にして下さい。私は、罪を償う術を知りません。このままでは、私は罪を重ねるばかりです。私、怖いんです。自分の存在が……。私がいるだけで、みんな壊れてしまいそうで……。ああっ、お願い！ 誰か私を助けて下さい。罪という名の底なし沼から、私を救い出して！ お願いよっ！！

曲がフェードアウトし、寛二がやってくる。

寛二
どうか……されましたか？
美奈
あなたは？

寛二
僕は通りすがりの旅人です。何かお困りごとでも？

美奈
いえ……。いいの、つまらないことだから。

寛二
僕でよければ、話を聞きますよ。それとも、見知らぬ男と話なんかしたくありませんか？

美奈
違うの。ただ、あんまり馬鹿らしいことだから、恥ずかしいのよ。でも、そうね、知らない人にだからこそ、言える事かも知れないわ。どうぞ、おかけになって。


寛二が美奈の指定したところに座る。
美奈
（新しい台本をちらちら見ながら）どうして人間は、ものを食べなければ死んでしまうの？ どうして私達は、呼吸をしているの？ どうして私は、私であって他の誰かではないの？ ……考えれば考えるほど、分からなくなる。

寛二
その気持ち、よく分かりますよ。僕もそうです。

美奈
まあ、そうなの？ 大人たちはみんな、そんな事を考えるのは私が子供だからだと言って取り合ってくれないのよ。あなたが始めてだわ。

寛二
ははは、では僕もまだまだ子供なんですかね。でも本当に、ずっと子供のままでいたかったなあ……。

美奈
私も、大人なんかになりたくないな。大人になったら、さらに罪が重くなってしまうもの。

寛二
罪？
美奈
あなたは、逃れようのない罪を感じた事がある？ 死んでも逃れられないような、人間における根本的な罪よ。

寛二
ははあ、もしかすると、お嬢さんがおっしゃるのは、私が考えているのと同じ事かも知れないですね。もっと詳しくお聞かせ願えませんか？

美奈
ええ。例えば、私は毎日、ご飯を食べるわ。生きるためよ。でも、私の前のお皿に乗っている食べ物だって、少し前までは生き物だったのよ。私は他の命を奪いたくない。でも、生きるためにはそうするしかない。それに気づいた時、とても絶望的な気分になったの。

寛二
なるほど。誰でも子供の内に一度は考える事ですよね。しかしなぜか、大人になると忘れてしまう……。

美奈
それにね、私、自分が自分でしかない事がとっても嫌になったの！

寛二
と言うと？

美奈
人間には大きく分けて２種類いるの。自分と、自分以外の人よ。私にしてみれば、あなたもパパもママも、私じゃないという点では、混ざり合って区別の付かないものなのよ。でも、私はその中に混じれないの。だから、平気で人を傷つけてしまうの。他の人から見れば、私は混じっているはずなのに。この意味、分かる？

寛二
はい、何となく。
美奈
そう、良かった。大人たちは私をおかしい子供だって言うのよ。ひどいと思わない？ 自分に分からないことをいう奴は、おかしい奴だって決めつけてるのよね。自分達がおかしいだなんて考えてもみないのよ。きっとそれは、大人達もみんなの中に混ざれないからなんだわ。あなたはそういう大人じゃないわよね。

寛二
どちらかと言うと、僕はおかしいと言われる側の人間なんですよ。

美奈
そうなの？ かわいそう……。

寛二
（嬉しそうに）あなたもそう思いますか。

美奈
（驚いて笑いながら）えっ？


順子が手を叩き、劇が終わる。美奈がうずくまって笑っている。

順子
（苦笑）寛二くん、今どこ読んでた？

寛二
（くそまじめに）すみません。一つセリフ飛ばしました。

悟志
ヤバいじゃん、かわいそうって言われてチョー喜んでんだもん。
平治
しっかりしろよ。ほら、美奈だって……。


と、美奈の方をみる。


美奈は一人笑い転げている。


そのうち笑い声が大きくなってくる。そして最終的に……。

美奈
くくくくく……。あーひゃひゃひゃひゃ！

間。

平治
……ほ、ほら、美奈だって困ってるじゃないか。

桃子
……あれは困ってると言うのか？
アカネ
いや……困ってるっちゃあ困ってるんじゃないですか？
悟志
（恐る恐る）美奈ちゃん？ 大丈夫？


美奈、ふと我に返る。

美奈
え、あ……。うん、大丈夫☆（かわいらしさをアピールするかのごとく）うふふふふ♪

順子
そう？ それならいいんだけど……。じゃあ、旅人の「どちらかと言うと」からやり直しましょう。


順子が手を叩いてやり直す。

寛二
どちらかと言うと、僕はおかしいと言われる側の人間なんですよ。

美奈
そうなの？ かわいそう……。

寛二
お嬢さん、そこまで思いつめているのなら、死にたいなんて、思ったりします？

美奈
それは馬鹿な人が考えることよ。死んだって、罪からは逃れられないんだから。今さら私が死んだら、パパやママ、それに友達に迷惑だわ。最初から私なんていなかったってことにしてしまえれば、それが一番いいんだけれど……。
寛二
あなたもそう思いますか。

美奈
えっ？

寛二
自分なんて最初からいなかったことにする方法……。僕は、その方法を探して旅をしていたのです。そして、ついに発見した……！

美奈
それはどんな方法なの？

寛二
お嬢さんも僕と一緒に消えてくれると言うのなら、教えてあげてもいいですよ。

美奈
それは……。
寛二
どうしたんです？
美奈
ちょっと怖い。

寛二
ははは、まあいいでしょう。じゃあ、手伝ってください。黒の精霊を呼び出す儀式をね。


順子が手を叩く。途端に美奈と寛二は安堵のため息をつき、部員達は隅から戻ってくる。

平治
いい感じなんじゃない？
桃子
初めてにしてはよかったぞ～。（嫌がる寛二の頭をくしゃくしゃと撫でる）

悟志
生きている以上逃れられない罪って、結局よく分かりませんでしたね。
信明
そうか？ 悟志はまだまだ子供だなあ。

悟志
じゃあ、先輩は分かったんですか？

信明
もちろん。つまり、食ってかなきゃ死んじまうし、生きている間は人と喧嘩してばっかりなのが、美奈は嫌だったんだろ？

美奈
私じゃありません！ 少女Ａです！

信明
めんどくさいなあ、もう「ミーナ」でいいじゃん。伸ばす棒入れて「ミーナ」。

美奈
嫌です！ 私、ゴリラウホウホーナがいいんです！

間。
順子
それはやめた方がいいんじゃない……？ せめて、チンパンジーオラウターナとかにしようよ。

平治
そういう問題じゃないでしょ。（ナンパっぽく）かわいい美奈ちゃんには、プリティラブリーナがお似合いだよ。ああっ、おっとっと……。


桃子が平治の襟首を掴んで引き離す。みんなそれを見て笑う。ほほえましい光景（？）。
アカネ
……で、どうでしたか？ 音響。

順子
それなんだけどね。

アカネ
はい？

順子
悪いけど、音響、ない方がいいかもしんない。
アカネ
……あ、はは、やっぱりそう思います？

順子
ごめんねー、せっかく音源探してきてくれたのに。

アカネ
いや、いいんですよ。あんまりＢＧＭに頼っちゃうと、役者の魅力が半減しちゃうし……。

順子
何だ、分かってるんじゃない。

アカネ
えへ……。まあ、試しに流してみただけなんで！
順子
そっか。じゃあ、平治！
平治
（ごたごたから顔を出して）ん、何？

順子
あんた、Ｂにも出てこないから、アカネと一緒に小道具作ってきて。

平治
えーっ、マジかよ。あれ、何で桃子は呼ばないんだよ。
順子
（新脚本を振りながら）桃子はＢに出てくるのよ。

平治
って事は、俺はＣで出てくるんだな。よし、アカネ、行こうか！ 俺にはもうアカネしかいない！（嘘泣き）
桃子
またお前は～！


桃子が暴走するので、みな止めにかかる。アタフタしながら小道具組以外ははけ、アカネと平治だけが残り、小道具を作り始める。

平治
（ぽつりと）音響、残念だったな。

アカネ
（突然言われて）へぁっ？ あ、別に気にしてないですから。
平治
そーか？ 

アカネ
……何でこれしきの事で、私が落ち込まなきゃいけないんですか？

平治
いやさ、頑張ってＣＤ探してたからさ。

アカネ
……私、そんなに弱そうに見えますか？

平治
そんな事ないよ。

アカネ
……先輩、何でもお見通しって感じですね。

平治
突然何言ってるの？（笑）

アカネ
いいなあ、先輩は。

平治
（微笑）どうして？

アカネ
先輩だったら、言葉で誰かを傷つけることなんてないでしょ。

平治
いっぱいあるよ。

アカネ
いっぱいって、どのくらい？

平治
さあ、それは俺にも分からないなぁ。

アカネ
どうやったら、人の気持ちって分かるようになるんですか？

平治
……自分を消せば。

アカネ
どうやったら自分を消せるんですか？

平治
（笑）黒の精霊にでも頼んだら？

アカネ
もうっ、真面目に話してるんですよ！

平治
分かった分かった。でもね、自分を消したって、そんなに楽しくないよ。
アカネ
……先輩は、毎日楽しそうに生きてるじゃないですか。

平治
そっか、アカネには、そんな風に見えるんだね。


と、平治の携帯電話がなる。
平治
わりい、ちょっと外出るね。


一人残されるアカネ。小道具を作り続ける。だんだん辺りは暗くなっていく。幻聴（？）が聞こえる。

母
何、なぐさめてでも欲しかったの？ あなたが悪いんでしょう？
父
お前にはお母さんの気持ちが分からないのか！
順子
ごめんねー、せっかく音源探してきてくれたのに。
平治
そっか、アカネには、そんな風に見えるんだね。

平治は淋しげな笑みを浮かべて消える。


静寂。

アカネ
もしかして、私、先輩の事傷つけた？


アカネが独り言を言い始める。（その間に舞台が変わる。部室の道具さえなくなれば、何もなくても良い。変えるなら中世ヨーロッパ風のイメージで。あるいは抽象劇風に白い箱など置いてみたり）
アカネ
お願いです、私を消して下さい……。自意識過剰かも知れないけど、私、分かるんです。人の気持ちが分からない自分の存在が、みんなを不幸にしてるって……。「私」という枠がなければ、人の気持ち、分かるのかな？ ああ、自分であることをやめて、私も他人に中に混ざりたい！ 自分と他人の区別なんかない世界に行きたい！ 水みたいに、どこからどこまでが一人なのか、自分達さえ分からないくらいに溶け合った世界。その中に入るには、虚無でなくちゃ駄目なんだ……。

全体が明るくなり、寛二と美奈がやって来る。二人ともそれぞれ、旅人と少女の衣装を着ている。美奈は傘を持っている。
寛二
どうなさったんですか、こんなところで。

アカネ
へっ、寛二？ 練習はどうしたの？ 美奈まで……。

寛二
はて、僕はしがない旅人ですが。

美奈
私は美奈じゃなくてミーナ。お姉さん、どこかでお会いしたかしら？ お名前が思い出せないわ。
アカネ
あ、私アカネ。あの……ここどこ？
美奈
町の外れの○○（ぶっちゃけなんでも良い。舞台を作る上で都合がいいものに）よ。道に迷ったの？
アカネ
ううん……黒の精霊を探してるの。

寛二
おや、奇遇ですねぇ。では、僕らと目的を同じくする仲間ではありませんか！

アカネ
旅人さん達も、黒の精霊を探して？

寛二
それどころか、もう黒の精霊を呼び出す方法も分かってるんですよ。どうです、一緒に儀式に参加しませんか？

アカネ
……いいの？

寛二
もちろんですとも！ この儀式は、人が多ければ多いほど、準備がしやすいのです！ 
アカネ
じゃあ手伝うよ！ よろしくね。（寛二達と握手）で、何をしたらいいの？
美奈
今は、儀式に必要なアイテムを探してるのよ。
アカネ
（引きつる）アイテム……？

寛二
はい。「虹の黄昏」「星の雫」「太陽の涙」「ダイチョウキン」――。
アカネ
いやあの、途中までは何かかっこいいんだけど……何ですか、「ダイチョウキン」って？ 
美奈
あっ！ お姉さんがはいてるのは、まさか！（と、アカネの靴下を指差す）

アカネ
え？

寛二
はっ！ 早くそれを脱いでください！

アカネ
えっ、何!?（と言いながらも言うとおりにする）
寛二
これが「ダイチョウキン」です！（ぶんどる。高々と掲げる）
アカネ
ひどっ！ 私の靴下が大腸菌!?
美奈
（拝む）ありがたやありがたや……。ほら、お姉さんも！ 神聖なる秘宝なんだから！（と、強制的にアカネを屈服させる）

アカネ
自分の靴下に屈服させられる女子高生って一体……。しかも大腸菌……。（泣）


そこへ騎士Ａ（悟志）と騎士Ｂ（信明）がやって来る。やはり衣装を着ている。
悟志
おやー、楽しそうだね。何してるんだい？

信明
祭りか祭りか？

寛二
見てください、この神々しい汚らしさを！ これぞ「ダイチョウキン」です！

悟志
ほおお、これがあの有名な！

信明
伝説の秘宝とは！


騎士たちは奇声を発しながら頬ずりをせんばかりに靴下に近づく。
アカネ
いやあああ！ 何かキモイ～！（泣）

美奈
あなた達、どちらさま？
悟志
よくぞ聞いてくれた！

信明
我々は、さすらいの騎士――

悟志
Ａ！

信明
Ｂ！（と、二人そろって決めポーズ）

寛二
ちょうどいい、あなた方も僕らの儀式を手伝ってくれませんか？

信明
儀式？

寛二
まあ、深い事は気にしないで。お祭りみたいなものですよ。

悟志
へー、楽しそうだな！

信明
では、入れてもらうとするか！

アカネ
（寛二に駆け寄ってひそひそと）ちょっと、いいの？ 黒の精霊を呼んだら、存在消されちゃうんでしょ？ その事言わないで手伝わせるなんて……。

寛二
大丈夫ですよ、黒の精霊は頼んだ人しか消しませんから。しばらく楽しく手伝ってもらいましょう。

アカネ
それならまあいっか……。

寛二
（向き直る）そのお祭りを始めるためには、準備が必要なのです。

悟志
準備と言うと？

寛二
お祭りに使うアイテムを探すのです。今必要なのは、「星の雫」と「太陽の涙」。
アカネ
「虹の黄昏」は？
美奈
それはもうあるのよ。（と言って、傘を見せる。虹っぽいデザインだとなお良い。ビニール傘のふちを虹色に塗るなど）
アカネ
って、ただの傘じゃん……。

美奈
ええ、「虹の黄昏」はどこにでも売ってるの。

アカネ
伝説のアイテムじゃないんだ……。

信明
「太陽の涙」なら、我々が持っていたと思うが。

悟志
ああ。これだろ？


と、ラー油のビンを出す。

寛二・美奈
おおー！ ありがたや～！

アカネ
（もうこのノリには慣れて白ける）「太陽の涙」って……ラー油？

美奈
さあ、残すは「星の雫」だけね。
アカネ
「星の雫」は何なの？ どうせまた、その辺の百均で売ってるようなもんなんでしょ？

寛二
「星の雫」が一番厄介です。このアイテムは、千年前に天より降り注いだ星のかけら、つまり隕石の事なのです。ぴったり千年前限定！ 博物館に行っても見つからないんですよ。

信明
それでは当分祭りなど始められないではないか。

悟志
なーんだ。帰ろ帰ろ。

帰ろうとする騎士達を必死で止める旅人。

寛二
待ってください！ ここに僕が来たのには、わけがあるんです。

美奈
わけ？

寛二
ええ。「星の雫」が落ちたのはこの辺りなんです。だからみなさんに探していただきたいのですが……。

信明
そういう事なら早く言いたまえ、兄弟！（寛二の肩を叩く）
悟志
よーし、探すぞ！（腕まくり）
アカネ
「この儀式は、人が多ければ多いほど、準備がしやすい」って、そういう事だったんだ……。


全員その辺を探し始める。

早送り。

美奈
もう見つからないんじゃないかしら……。

悟志
諦めちゃ駄目だ！ 頑張れ！


再び早送り。

やがて……。

信明
あったぞ！


騎士Ｂ、「星の雫」を高々と掲げる。どう見ても星型のぬいぐるみにしか見えない。しかも顔がついている。スタフィーみたいなデザイン。
アカネ
あれ、それって私の部屋においてあるぬいぐるみじゃ……。（信明から「星の雫」を取り上げて見つめる）ねえ、あんた、ラキちゃんだよね？（アテレコしながらぬいぐるみを動かす）『ヘイ、そうだＹＯ、ラキちゃんだＹＯ――

寛二
（アカネから「星の雫」を取り上げて）やっと全部そろいましたね！ さあ、儀式を始めましょう！

旅人達は傘（虹の黄昏）を広げて、逆さにして置き、その中に靴下・ラー油・ラキちゃん（入れる時に手を振らせるなど、動かす）を入れる。
寛二
みなさん、召喚の儀式……（咳払い）お祭りを始めるには、呪文と踊りが必要です。ご協力願えますね？

アカネ以外
おー！

アカネ
って言ったって、私、呪文も踊りも分からないよ。
美奈
本当に？

アカネ
え？

美奈
ハンマラピッピー、ホンマラピッピー――

アカネ
ふんがーふんがー、ぼへーぼへー……。

美奈
分かるじゃない。

アカネ
何でだろう？

寛二
みなさん、用意はいいですか？


全員傘の周囲を回りながら踊りだす。

全員
（仮）ハンマラピッピー、ホンマラピッピー、ふんがーふんがー、ぼへーぼへー、パカラッ、パカラッ、パカラッ、パカラッ、もりもりもりもりもりもりもりもり召喚召喚召喚召喚ＤＪＤＪＤＪＤＪ、ＹＯ、ＹＯ、ＹＯ、ＹＯ、あっひゃひゃうっひゃひゃ、おいでませ～！（ぶっちゃけなんでも良い。お好きなようにどうぞ）

白の精霊（桃子）が現れる。

桃子
そこで何をしているのです？
全員
（まだ踊り続けている）……パカラッ、パカラッ、パカラッ、パカラッ――

桃子
私は白の精霊。そんなところで何を……？

全員
召喚召喚召喚召喚ＤＪＤＪＤＪＤＪ――

桃子
こらー！ 

悟志
（やや気に留めて）何か変なのいるけど。

寛二
気にしないで下さい。

信明
しかし、どうやら精霊らしいが……？

寛二
あれが黒の精霊？（ふと傘の中を見る）あれ……（靴下を取り出す）よく見たらこれは、「ダイチョウキン」ではなく「ハクセンキン」ではありませんか！

アカネ
（慌てて足を見る）白癬菌!? 私、水虫っ!?
桃子
全く、こんなところで何をしているのです。おイタはいけませんよ。
美奈
おイタじゃないわ。私達、真面目にやってるのよ。

桃子
真面目にって、何を？

悟志・信明
お祭り！（他の人はずっこける）
桃子
とても祭りには見えませんね。（召喚グッズを探って）「虹の黄昏」「星の雫」「太陽の涙」「ハクセンキン」……。まさか、精霊を召喚しようと言うのですか!?
寛二
ふふふ、ばれてしまっては仕方ありませんねぇ。そう、この儀式は黒の精霊を召喚するためのものなのです！
悟志
そうだったんだ……。

信明
貴様、我々を利用していたのか！

寛二
利用だなんてとんでもない。ちょっと手伝ってもらっただけではありませんか。僕達が黒の精霊を呼ぶのをね。
桃子
なりません！

アカネ
え？ どうしてよ。

桃子
さしずめ、存在を消してほしいのでしょう？

アカネ
そうだけど……。

桃子
ならばなおさら、召喚を許すわけにはいきません。

アカネ
別にいいじゃない！ 「私がいた」という事実そのものが消えるんなら、誰にも迷惑かからないでしょ？
桃子
あなた達、黒の精霊がどうして人の存在を消すのか、その理由を知っていますか？
美奈
理由なんてあるの？ ただの趣味じゃなくて？

桃子
……あなた達人間が、責任を持って自らの罪と向き合わず、そうして逃げようとするから、黒の精霊はどんどんおかしくなっていくのです。

美奈
おばさん、何を言ってらして？

桃子
おばさんではありません。

美奈
お姉さん？

桃子
お姉さんでもありません。女王様とお呼びなさい。


間。

桃子
冗談です。シロとでもポチとでも、おばさん以外ならお好きなように呼べばよろしい。

悟志
オバタリアンは？


皆慌てるが、白の精霊は満足げに親指を突き出す。

桃子
EQ \* jc0 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o(\s\up 9(ぐ～),Ｇｏｏｄ)。

桃子以外
いいのかよ！

信明
ではシロ殿、黒の精霊が人間の存在を消すのは何故なのだ？ 奴の目的は一体何なのだ？

桃子
黒の精霊には、心がありません。

アカネ
心が、無い？

桃子
彼は、存在を消した人間の性格を取り込んで、自分のものにしてしまうのです。
美奈
どうしてわざわざ心なんて持とうとするのかしら。

桃子
そうして空っぽな自分を満たそうとしているのでしょう。しかし、他人の性格を取り込めば取り込むほど、黒の精霊は孤独になっていく。狂っていく！ ……私は今度こそ彼を止めると決めたのです。
寛二
それは人間のためですか？ それとも黒の精霊のため？

桃子
……。

寛二
黒の精霊のため、ですよね？ それなら申し訳ありませんが、あなたは今回も黒の精霊を救う事はできますまい。

桃子
どういう意味です。

寛二
今日をもって、この世界は全て混沌と帰すのです！

桃子
何ですって？


黒の精霊（平治）が現れ、その辺の岩に座るかして後ろからこの会話を観察している。気配は消している。

寛二
今日この日から、この世界は消えます。黒の精霊の力によって！

信明
そんな馬鹿な！ 黒の精霊は、許可を得た者の存在しか消せないはずだ！ まして、世界が消えるなど……あり得ん！
寛二
それが、あり得るのですよ。はははは！

平治
それは面白いな。


黒の精霊が立ち上がり、みんなの前に姿を現す。旅人と白の精霊以外は恐れて遠ざかる。
桃子
黒の精霊……。
平治
どうしたら世界を消せるんだ？ どうしたら俺はこの世の全てを取り込ませてもらえるんだ？ なあ、俺は飢えてるんだ、教えてくれよ。

桃子
黒の精霊、そんな方法はないのですよ。この男の妄想です！ お忘れなさい！ この男にそんな事ができるはずありません。

寛二
そうですねぇ、確かに僕にはできない。でも、できる人がいるんですよ。

平治
そいつはどこのどいつだ？ 俺に世界をくれるのは誰だ！

寛二
教えて差し上げたいところなのですが、こればかりは本人が気づいて、本人の口からあなたに頼まなければいけない。

桃子
（黒の精霊に向かって）世界を取り込んでも虚しいだけです！ ねえ、黒の精霊、あなたは哀しくないのですか？ 空っぽな自分を飾り立てて、幸せですか？
平治
ああ、哀しいとも。何が哀しいって、哀しくない事が哀しいのさ！ だが、俺は変わる。俺は世界中の感情を味わってやるんだ！

桃子
（寛二に向かって）……どうしてあなたは、そこまでして世界を消したいのです。
寛二
僕は世界を消したいのではありません。世界を混沌に戻したいのです。

美奈
混沌ですって？

寛二
皆さん、ご存知ですか？ この世界の始まりの姿を。まだ宇宙もできていなかった時、全ては混ざり合っていました。それが混沌です。その頃はまだ、個々の区別など無かった。だれも孤独ではなかった。善は無かったが罪も無かった。喜びは無かったが苦しみも無かった！ 素晴らしい世界です。それなのに……。
アカネ
混沌は分離を始めた。混沌は宇宙になった。宇宙は星として個々を隔て、星は命として個々を隔てた。私達は孤独を知った。互いを傷つける罪を知った。互いを理解できない苦しみを知った。

寛二・アカ
どうして我々は離れ離れになる必要があったのだ？ もう一度、あの頃に戻りたい。みんな一緒になろう！ 再び混沌へ！

アカネは黒の精霊に歩み寄る。

アカネ
黒の精霊、この世を消してちょうだい。

桃子
あなた一人の頼みでは、あなたしか消えませんよ。世界中の人から頼まれない限り、黒の精霊は世界を消せない！
アカネ
私が世界だから。

桃子
えっ？

アカネ
私、気づいたよ。この世界は、私自身なの。私がいいって言ってるんだから、この世界は消せるんだよ！ そうすれば、存在を失った世界は虚無となり、全ての境が消え、混沌に戻れるはず！ ……お願い、全部消して!!
平治
よし、その願い、しかと受け取った！ ……さあ、誰から消してやろうか……？
桃子
お逃げなさい、ここは私が食い止めるから。あなた達は、生き続けなければならないのです。

平治
お前はまだそんな事を言っているのか、白の精霊！ 哀れな人間どもを、罪から解き放ってやろうじゃないか。なあ、そこのかわいいお嬢さんよ、お前も消えてしまいたいのだろう？ 俺が消してやるよ。

美奈
わ、私は……。

悟志
やめろ！

騎士Ａ、黒の精霊に飛びかかる。
平治
邪魔をするなっ！


黒の精霊、魔力のような力で騎士Ａをふっ飛ばす。騎士Ａは倒れるが、上半身だけむくっと起こして叫ぶ。

悟志
くそーっ……！

信明
Ａっ！

悟志
（よろけながら立ち上がる）俺達の存在なんて渡さねえ！ 罪だろうと孤独だろうと、そんなもん全部背負ってやるよ！


剣を抜き放ち、再び黒の精霊に立ち向かう騎士Ａ。
信明
Ａ！ やめろ！ 敵うはずない！

騎士Ａと黒の精霊の殺陣。やはり騎士Ａが劣勢。

寛二
（狂気）ははは……ははははは！ 無駄ですよ。僕達はみんな混沌に戻るのです！ あはははは！

信明
Ａ！ お前、死ぬぞ！


暫時攻防が続くが、遂に騎士Ａの剣がはじかれる。そして、致命的な一撃を喰らう。呻いて地に崩れる騎士Ａ。騎士Ｂが駆け寄るが、息も絶え絶えである。
信明
おい、しっかりしろ！
悟志
（弱々しい笑み）……負けちまった。

信明
お前が生きていれば十分だ。

悟志
だけど……悪りぃ、オレ、もう長くねえから……。

信明
何を言っている！

悟志
あれ……困ったな、死に際に何かキザな言葉でも残していきたいんだけど、何にも思いつかねえや。

信明
……。

悟志
嫌だな、オレ、何も言えねえまま死ぬのか……。

信明
……死ぬなよ。

悟志
最期くらい、かっこよくさ……。

信明
死ぬなって。

悟志
お前みたいに、クールにさ……。（死ぬ）

信明
おい、Ａ……？ Ａっ！

美奈
うそ……。いやあぁっ、Ａさん！ 私のために……。

桃子
あなた、何という事を！

平治
どうせこの世界はもうじき終わるんだ。今死のうが消えようが、大した違いじゃないだろう？

美奈
それにしたって……ひどいわ！

桃子
もうやめてください！ こんな馬鹿な事ってありませんよ！

平治
俺の意志とは関係なく、俺の体は願いを叶えるまで止まらないんでね！
桃子
（平治から顔を背けて）あなたを救うには、もう、戦うしかないのですね？
平治
その必要は無さそうだがな。


黒の精霊は白の精霊の背中から何かを引きずり出すような動きをする。

桃子
はっ、しまった！

平治
お前の存在はもらった！


逃れようとするが白の精霊はそのまま存在を取られる。白の精霊はその場に倒れる。白の精霊は世界から消えたことになる。

寛二
（うっとり）いい……いいですよ、黒の精霊！ この調子で、世界を混沌に……！

黒の精霊は旅人の存在も取る。旅人は世界から消える。（※ミーナと騎士ＡＢは偶然この場所で出会った＝旅人がいようといまいとここにいた事には違いないので、歴史が変わってもここにいる。ただし、この瞬間、ミーナと騎士Ｂは今までの旅人に関する記憶を失い、突然黒の精霊が現れて暴れていると思っている。黒の精霊は人の存在の喪失による歴史改変の影響を受けない。……という設定があるが、それをセリフから分からせようとしても観客にとってはややこしくなるだけなので省略）
平治
はっはっはっはっは……！ みんな消えろ!! 消えてしまえー!! あっはっはっはっ――


黒の精霊の笑い声と共に、照明（あれば音響も。下手にＢＧＭを流すとダサくなるので、アンビエントというか、闇魔法みたいなイメージの心理的効果音を複数繋げて流すのがおすすめ）の雰囲気が激しくなり、ミーナと騎士Ｂは倒れる。笑い続ける黒の精霊。じっと滅び行く世界を見つめるアカネ。やがて、世界は静まり返る。

暗い空間。残ったのは黒の精霊とアカネだけ。二人に明かりが当たっている。


次から黒の精霊が他の登場人物の真似をするが、誰の真似か分かるように、真似される人も一緒に舞台袖から声を出すなど、工夫する。しかし、声だけでは分かりにくいので、舞台上のやや暗い所に出てきて観客に姿を見せた方が親切かも知れない。演出次第。
平治
（騎士Ｂの真似）アカネ殿、なにをぼーっと突っ立っているんだ？ 早く一緒に行こうではないか。

アカネ
それはあなたじゃない。

平治
（ミーナの真似）お姉さん、何を言ってらして？ 

アカネ
それも違う！

平治
アカネちゃん。（順子の真似）

アカネ
違う！

平治
アカネ！（父の真似）

アカネ
違う！

平治
アカネ!!（母の真似）

アカネ
違う違う違う！

平治
（旅人の真似）遂に僕の望みが叶ったのです。混沌の世界は、とても素晴らしいのに。

アカネ
でもあなたは、混ざってないよ。

平治
何……？

アカネ
あなたはみんなの真似をしてるだけ。一緒になったつもりかも知れないけど、やっぱりあなたとみんなは他人のまんまだ！ みんな虚無になったけど、だけど誰も混ざってないよ。
平治
何故？

アカネ
虚無。みんな空っぽの器になった。器の中に水はない。水と水は混ざるけど、器と器は混ざらない。だから虚無になっても、他人とは混ざれない！（最後の方は、黒の精霊を咎めるように）
平治
……悪いのは俺なのか？

アカネ
え？
平治
空気に溶け込みたくて、自分が自分である事を捨てた。他者の身になって人の気持ちを理解しようとするあまり、本来の自分を見失ってしまった――。それは、「黒の精霊」がそうさせたのか？ 違うだろう？ 自分でそうする事を選んでそうしたんだ！ それを人のせいにするのか!?
アカネ
……。
平治
お前が虚無を望んだんだろう！

アカネ
……ごめんなさい。


黒の精霊の明かりが消え、アカネの両親が現れる。

父・母
お前が虚無を望んだ！

アカネ
ごめんなさい……！

母
「他人の気持ちが分からないから」「人を傷つけてしまうから」「人のために、私は消えるんです」そんなのは所詮言い訳よ。本当は自分が罪から逃れたかっただけ。自分のためなのよ。
アカネ
『生まれてきてごめんなさい』

『命を食べてごめんなさい』

『心を傷つけてごめんなさい』
父
生きている以上逃れられない罪なんて、いくらでもある。だけどな、「黒の精霊」なんて存在しない。もし、自分の器を虚無に保つ事で罪から救われるように感じるんだったら、それは、自分の心の中に棲む「黒の精霊」という妄想に都合よく錯覚させられているだけなんだ。
アカネ
『ごめんなさいごめんなさいごめんなさい』

母
虚無になっても結局罪からは逃れられない。それに気づいて文句を言うなんて、勝手すぎると思うの。……だって、あなたがいなくなって、一番文句を言いたいのは、私達なんだもの。
アカネ
……え？

父
アカネと同じように、お父さん達だって人の気持ちなんか分からないよ。ただの想像しかできない。人間はみんな、器の制約に縛られているんだから。

母
だからお母さん、人の気持ちが分からないアカネを許すよ。だから、アカネも許してくれないかしら。あなたの気持ちが分からない、私の事を……。

アカネ
お母さん……お父さん……。


アカネが両親の方に行こうとすると、突然ジリジリとけたたましい音がなる。両親はそれと共に去る。追いかけようとするアカネだが、あまりのけたたましさに頭を抱えてうずくまる。（舞台を変えていた場合は、この時戻す）
アカネ
いやああっ！ 何これ!?

アカネが苦しんでいる間に、舞台は明るくなり、部員たちが入ってくる。順子が目覚まし時計をアカネの耳元で鳴らしていた。

アカネ
うー……。

順子
目がさめた？（目覚まし時計を止める）

アカネ
（周りを見わたして）あれ、みなさん、どうしたんですか？（自分にかけられていた毛布をしげしげと見つめる）
桃子
「どうしたんですか？」じゃないぞ。もう練習終わっちゃったよ。（アカネの額をつついてからかう）

アカネ
へ～!? いつの間に!?
寛二
アカネが居眠りしている間に、平治先輩、すごく頑張ってたんだから。

ふと見れば、一人作業をしている平治。

平治
「虹の黄昏」完成～。

アカネ
ああー、先輩、私も手伝います～！（汗）

美奈
でも、さっきの平治先輩、ほんとかっこよかったよねー！

悟志
うん。「いいよ、アカネ、疲れてるみたいだし。休ませてあげよ？」って！

順子
毛布までかけてね。
美奈
かっこい～☆

順子
……その毛布、ダニついてるけどね。
アカネ
えっ、いやーん！（服を払う）
信明
平治、実はアカネの事、好きなんじゃないのぉ？

悟志
ええ～☆

美奈
そうなんですか、先輩ー☆

桃子
違うに決まってるだろ！


間。
桃子
（そっぽを向いて）何でもない……。

はやされる桃子。反撃する桃子。桃子強い！ 桃子強い！


ふと平治が顔を上げる。

平治
でも俺、桃子の事かわいいと思うし、好きだよ。

平・桃以外
……ええ――――っ!?
桃子
……どうせまた冗談で言ってるんだろ？

平治
（にんまり笑う）バレた？

桃子
（わなわな震える）……このー！ 乙女の純情を弄びおってー!!

桃子は重いはずの○○（何でも良い）を軽々と持ち上げ、平治を追い回す。みんなそれを見てにこにこしている。

順子
我らが演劇部は、今日も楽しくやってます！

寛二
まさに奇想天外摩訶不思議！

美奈
みんな！ 私はゴリラウホウホーナです！ あひゃひゃひゃひゃー☆

悟志
ちなみにオレは美奈ちゃんの事が好きです！

信明
（ふざけて）ちなみに俺は悟志を愛してます！

アカネ
先輩ヤダ～！（笑）


みんなでワイワイしている。桃子と平治はいまだに鬼ごっこを続けている。幸せそうな雰囲気の中、幕が下りていく。
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